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ワイヤレスによる
ユビキタスネットワーク社会の実現
Realization of Ubiquitous Network Society through Wireless Technologies

へのアクセスが主流であり，その近距離

ワイヤレス技術はIEEE802.11が主力とな

っている。一方，PAN領域のワイヤレス

化であるWPAN（Wireless PAN）は，ケ

ーブルの置換えやad-hocなネットワーク

が主流であるため，消費電力の関係

から，その近距離ワイヤレス技術には

BluetoothTM（注1）が有力視されている。

今後の大きな流れとしては，WLAN

はネットワークに特化して，より強力な

セキュリティと高速化を目指す方向へと

発展していき，WPANはケーブルの置

換えとad-hocネットワークを志向して，

低消費電力を優先的に考えていくこと

となる（表１）。東芝がこのワイヤレス環

境に対する戦略商品としてOfficeに投

入したのが，シームレスオフィス TM
（1），

データプロジェクタの無線化（2），アドホ

ックネットワークプラットフォーム（3）など

に代表される商品である。

このオフィスから始まったワイヤレス

化の波は，無線LAN機器の普及に伴

う低価格化により，家庭や公共の場所

にも浸透してきている。基幹ネットワー

クの違いから，生活領域をそれぞれ

Off i ce（オフィス），Home（家庭），

Public（公共の場）に分けて説明する

（図１）と，Officeにおいては，ユーザー

のPCを境に，基幹ネットワークとサー

バとアクセスポイントからなるLAN領

域と，PCを中心としたその周辺デバイ

スとの間のPAN（Personal Area Net-

work）領域の二つに分かれることにな

る。ワイヤレス化の波はLAN領域を中

心に始まり，現在はPAN領域にまで至

っている。

LAN 領域のワイヤレス化である

WLAN（Wireless LAN）は，ネットワーク
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近年，ワイヤレス技術の発展と常時接続環境の普及により，オフィスはもとより家庭や公共の場において，ケーブル
を気にすることなくネットワークにアクセスすることが可能になってきた。いつでも，どこでも，認可された人が望む
ネットワークにアクセスすることができるユビキタスネットワーク社会においては，人はいたるところでサービスを享
受でき，これらのネットワークサービスの充実が今後の重要なビジネス課題となってくる。
近距離ワイヤレス技術はユビキタスネットワーク社会実現のためのキーワードである。東芝は，近距離ワイヤレス技

術の規格策定と普及活動を行いながら，技術の発展と人々の生活や文化に貢献する商品を提供し，新しいライフスタイ
ルの創造を提案している。

The recent evolution of wireless technologies and the popularization of the 24-hour connected environment have made access to the
network possible not only from offices, but also from the home and public spaces without the need for cables. In the ubiquitous network
society, an authorized person can have access to the desired network and receive various services anytime and anywhere. An important
business task in the future is therefore to provide more of these network services with full contents.

Short-range wireless technologies are the key to realizing the ubiquitous network society. Toshiba has been involved in the
development and promotion of these technologies from the specification stage, and will continue to release products that help to create a
higher quality of life for all people.

従来，オフィスではイントラネットの発

達により，高速な有線ネットワークがデ

スクの近くまできており，この高速な通

信にアクセスするために，モバイルパソ

コン（PC）などの機動性がある機器も固

定して使うことが多かった。

近年，IEEE802.11（米国電気電子技

術者協会規格802.11）に代表される無

線LANの普及により，デスクの通信コ

ネクタに束縛されることなく，無線の届

く範囲内で自由に場所を移動してネッ

トワークにアクセスすることができるよ

うになった。

これにより，アイデアの浮かんだ瞬間

に，また仲間と会って話が弾んでいると

きに，様々なデータベースにアクセスす

ることができ，事務的なデータアクセス

のみならず，創作的な活動を多面的に

サポートすることができるようになった。

生活領域のワイヤレス化

オフィスにおけるワイヤレス
ワイヤレス化の波

WLANとWPANの補完・共存

（注1） Bluetoothは，Bluetooth SIG, Inc.の
商標。
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は加速し，在宅勤務や，自宅から会社

のネットワークにアクセスする機会も多

くなってきている。

また一方では，課金を気にすること

なく，いつでもインターネット資産に快

適にアクセスすることができるようにな

った。これにより，今までのメール中心

の利用から，辞書代わりの利用やコン

テンツ受信まで，その利用方法も多様

化してきた。仕事だけでなく，生活を

充実させる方向での利用が多くなるこ

とにより，生活もより豊かに変化を持っ

たものになってきているのである。

今後の動向としては，Officeと同様

なワイヤレス化が進み，いつでも，家庭

内のどこからでも，有線につないでい

るのと同じ状況を実現することとなる。

これと同時に，家庭内のデータは同じ

種類のものがまとめられるようになり，

AVデータや家族写真などをはじめ，

家の中のデータを統一的に扱う製品が

必要とされ，それらが相互に連携して

ネットワーク化されていく。

当社がHomeのワイヤレス環境に対

する戦略商品として投入したのが

TransCubeTM（4）に代表される商品であ

り，これら商品により変わりゆく家庭の

状況に関しては，ホームネットワークの

展開と題して既に報告されている（5）。

Publicにおいては早くからワイヤレ

ス化が行われており，携帯電話などの

キャリアを通してネットワークへのアク

セスを行っていた。ここにきて，そのア

クセス方法として台頭してきているの

が，WLANアクセスポイントを用いた

インターネットアクセスである。前者は

地域カバー率の面で優れており，後者

はエリアが限定されているものの通信

速度が高速なことに特徴がある。

WLANアクセスポイント周辺では高

速なデータ通信を行うことが可能であ

り，快適に動画コンテンツを見たり，

VPN（Virtual Private Network：仮想

専用線網）を通して会社のネットワーク

に入ることも可能である。また，これよ

りも局所的に，BluetoothTMを用いたク

ーポン券配信などのプッシュ型無料サ

ービス実験も行われている。WLAN

をセキュリティに特化させていくことに

対して，WPANを無料系サービスへ進

化させるという考え方は自然である。

今後は，それぞれの特性に合わせたサ

ービスの充実が望まれる。

また一方では，電話機のIP（Inter-

net Protocol）革命が始まっており，基

幹ネットワークを含めて音声通話品質

が向上してきている。VoIP（Voice

over IP）技術を用いれば，音声による

コミュニケーションを携帯情報端末

（PDA）やPCなどの機器で実現するこ

とが可能である。したがって，PDAや

このWLANにおけるIEEE802.11と

WPANにおけるBluetoothTMの二つの

近距離ワイヤレス規格は，目指す方向が

異なることから，それぞれ一長一短が

ある。これらは一つの規格に統一する

ことができず，両規格が共に補完しあ

い共存して目的を達成することになる。

Homeにおいては，ADSL（Asymmetric

Digital Subscriber Line）やCATV（ケ

ーブルテレビ）に代表されるような定額

のインターネットアクセスが確保され，

その通信速度も数Mbpsとなってきた。

家庭からのデータアクセス速度が向上

して，Officeのような環境が整うことに

より，SOHO（Small Office HomeOffice）

図１．ユビキタスネットワーク社会におけるワイヤレス－ワイヤレス技術は，ユビキタスネット
ワーク社会実現のためのキーワードである。それぞれの生活領域でワイヤレスによるネットワーク
化が始まっている。
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表１．WLANとWPANの技術と特徴

Wireless technologies and their characteristics in wireless local area network (WLAN)
and wireless personal area network (WPAN)

Homeにおけるワイヤレス

ワイヤレス技術 特　徴領　域

IEEE802.11
・ネットワークに特化
・セキュリティの強化
・高速化

WLAN

BluetoothTM
・ケーブル置換え
・Ad-hocネットワーク
・低消費電力

WPAN



BluetoothTMは，世界のほとんどの

地域で利用できる ISM（Industrial

Science Medical）バンドを用いて，モ

バイル PC，PDA，携帯電話機などの

モバイル機器間を接続する，PAN領

域の近距離ワイヤレス技術である（囲

み記事参照）。

BluetoothTMの特長は，ロバスト性が

あり，複雑でなく，低消費電力であり，

低価格なことである。使用シナリオご

BluetoothTM

近距離ワイヤレス技術とこれらを取り巻くワイヤレス規格

現在の近距離ワイヤレス技術とこれらを

取り巻くワイヤレス規格について解説する。

図に示すように，無線の領域としては，近

くから順にWPAN，WLAN，WWANに分か

れる。WPANにおいて中核を担っているの

がBluetoothTMであり，現在の仕様Ver.1.1

から倍速化とプロファイル追加によるアプ

リケーションの多様化を行っている。

W L A N で 中 核 を 担 って い る の が

IEEE802.11であり，現在はセキュリティ機

能の強化とQoS（Quality of Service）と高

速化を行っている。WWANで中核を担っ

ているのが携帯電話網であり，世代を重ね

るごとにその速度とアプリケーションの多

様化を行って，現在は第3世代である。

今いちばん注目を浴びているのがWPAN

領域の高速化であり，それぞれの規格団体

が技術を競っている。なかでも UWBは高

速化が期待されている技術であるが，パル

ス変調した高速な信号であるために，その

ままではマルチパスに弱くなる。この特性

を考慮し，広い帯域幅を生かす応用として

は，多元接続のネットワークとして機能する

よりも，帯域幅を占有するケーブルの置換

え応用が多いものと推測される。

UWB は物理層の規格であるために，

MAC（Media Access Control）層に何を使

うかは議論されない。BluetoothTMはその

使用方法にケーブルの置換えがあるため，

将来的にはこの領域をカバーするのが妥当

であるが，当初の目的であるロバスト性，複

雑でなく，低消費電力，低価格と照らし合わ

せながら普及率を見て進む必要がある。

一方，IEEE802.11のほうは高速化だけで

なく，セキュリティとQoSの実現を目指し，

更には，これが多元接続のネットワークとし

て機能する必要がある。また，WiMedia

Allianceは発足して間もないため，今後の

実際の技術活動が注目される。

WPAN領域の低速域に関しても新しい規

格が現れており，それぞれの特徴を押し出

して規格作成と普及を目指している。NFC

（Near Field Communication）は無接触のア

プリケーションを目指し，ZigBeeはより電

池寿命を延ばすようなアプリケーションを

目指している。

図中における実線は，執筆時点で実際の

規格として機能している実績のあるもの，

点線は規格化が行われている最中のもの，

及び構想中のものである。今後はユーザー

の視点に立った規格推進が望まれる。
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各ワイヤレス規格と距離と速度の関係
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を搭載するモバイル機器数の増加と人

の流れが，アクセスポイントの設置を左

右することになる。

WLANアクセスポイントが公共の場

所に設置され，また一方では定額でア

クセス可能なキャリアが登場すること

により，Publicでも課金を気にすること

なく，いつでも，どこでもネットワークに

アクセスすることができる時代になっ

てきた。当社がこのようなワイヤレス環

境に対する戦略商品として投入したの

が，ワイヤレスLANブロードバンドゲ

ートウエイシリーズ（6）に代表される商

品である。

PCなどのモバイル機器を用いて，通常

の電話機端末と同様に通話することが

できるようになり，今後はPubl ic で

WLANアクセスポイントを通した音声

通話を行うなど，ネットワークを含めた

品質の向上が望まれている。

今後の動向としては，キャリアサイド

も通信速度の高速化が行われ，WLAN

アクセスポイントサイドはその有効エリ

アの拡大を図っていくであろう。

WLANアクセスポイントを増やしてい

くことは，携帯電話の基地局を増やし

ていくことと同じであり，費用対効果

で設置を決定するものである。WLAN

ユビキタスネットワーク社会の
実現に必要なワイヤレス技術

（注２） ECONETは，エコーネットコンソー
シアムの商標。
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ることになる。したがって，この特集で

も取り上げたアンテナ技術（p.36～39

参照）がますます重要となる。

当社は，ユビキタスネットワーク社会

を実現する近距離ワイヤレス技術とし

て早くから着目し，規格化活動を行い

ながら，アンテナ技術の研究開発はも

ちろん，この特集で紹介するオフィス環

境（p.7～10参照），無線LAN対応のデ

ータプロジェクタ（p.23～26参照）や，

WPANとWLANを搭載したPC（p.11

～14参照）などの商品をいち早くユー

ザーに提供している。

中心周波数の25 %以上，又は1.5 GHz

以上の帯域幅を持っているものを

UWB（Ultra WideBand）と定義する。

シャノンの定理より，周波数帯域幅を広

く取ることで，より多くのデータ転送が

できるようになる。パルスは高周波成

分を含み，また高速にすることが容易

であるためUWBに用いられる。ただ

し，パルス幅を短くして高速化していく

ほど，マルチパスの影響を受けやすく

なる。なお，UWBは物理層の規格で

あり，その経緯と動向については，この

特集の“無線規格の動向と今後”（p.31

～35）を参照されたい。

当社は，WPANにおける高速デー

タ伝送のケーブルの置換えに対して

UWBが有効であると考えている。

広域ネットワーク網のWAN（Wide

Area Network）をワイヤレス化したネ

ットワークの総称がWWAN（Wireless

WAN）である。広域のサービスとして

は携帯電話網が普及しており，現在は

第3世代移動通信システムにあたる。第1

世代はアナログ方式の自動車・携帯電話，

第2世代はデジタル方式の携帯電話，

第 3世代はIMT-2000（International

Mobile Telecommunications-2000）で

ある。

第4世代では，2010年に光ファイバ

並みの100 Mbpsの高速データ伝送を

目指しており，高速移動中でも高画質

の動画像を送受信することができるよ

うになる。また，第3世代よりも更に上

の周波数帯を使わざるを得ず，電波の

直進性が高まることから，BluetoothTM

やIEEE802.11と補完するようなシステ

ムも考えられている。

当社の取組みについては，参考文献

（7）にて既に述べられている。

FWA（Fixed Wireless Access）は，

オフィスや一般家庭と電気通信事業者

の交換局や中継系回線を直接接続して

利用する無線システムのことで，加入

者系無線アクセスシステムとも言う。

WWAN領域の技術であり，広域で高

速な無線アクセスシステムとして今後が

期待されている。

準ミリ波帯・ミリ波帯（22/26/38 GHz）

で事業化が進められており，各自業者

間で電波干渉が起こることはなく，高

速で広域で柔軟なネットワーク構成が

できるため，ランニングコストが安価に

なることが期待されている。

しかしながら一方では，電波の性質

上，情報伝送量は多いが直進性などの

問題がある。

5GHz帯においても，既存システムと

共用を図りながら，無線アクセスシステ

ムとしてのFWA運用が始まった。当

社は，無線から有線に至るまで総合的

な研究開発を行い，AV転送や音声通

話などを含めて，システム全体を通し

たユーザーが望むサービス品質を実現

していく。

生活領域を三つに分けてネットワー

クのアクセシビリティを考察し，ユビキ

タスネットワーク時代に必要な技術と当

とに“プロファイル”を取り決め，アプリ

ケーションレベルでの互換性を持って

いる。

当社は，ユビキタスネットワーク社会

の実現に必要な近距離ワイヤレス技術

として着目し，1998年からプロモータと

して活動を開始し，規格の策定から普

及活動までを広く行ってきた。現在で

は，その標準化活動に2,000社を超え

る団体が参加している。

また当社は，高速接続を可能にした

ベースバンドICから，この特集でも取

り上げた，ワイヤレス規格を本体側で

取得することなくBluetoothTM機能を容

易に付加できるSDカードモジュール

（p.27～30参照），基本ソフトウェア（OS）

ごとに用意されたBluetoothTMスタッ

ク，接続を容易に実現するためのユー

ティリティ（p.15～18参照）及び新しい

ヒューマンマシンインタフェース機器

（例えば，p.19～22参照）に至るすべて

の開発を行っており，BluetoothTM機能

搭載のためのしきい値を下げるような

普及活動も行っている。

IEEE802.11は，有線と無線のLAN

に関して議論するIEEE802委員会で

標準化が行われているもののうち

WLANに関するもので，電波を用いる

方式と赤外線を用いる方式が標準化

されている。

IEEE802.11bは2.4 GHz帯を用い，

数十mの距離においてDSSS（直接拡

散）変調で最大11Mbpsの通信を行う

ことができる。IEEE802.11aは5 GHz

帯を用い，またIEEE802.11gは2.4 GHz

帯を用いて，OFDM（直交周波数分割

多重）変調で最大54Mbpsの通信がで

きる。

IEEE802.11gはIEEE802.11bとの下

位互換性があるが，そのためにオーバ

ヘッドを伴い，実際のデータ転送レート

はIEEE802.11aよりも悪くなる。一方，

IEEE802.11aは周波数が高くなること

により，減衰と定在波の干渉点が増え

IEEE802.11

WWAN

UWB

FWA

ユビキタスネットワーク社会
の到来

ユビキタスネットワーク社会
時代のビジネスポイント
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社の取組みについて述べた。これらの

どの領域においても，ワイヤレス技術の

向上により，今までのような線の有無に

よる厳しい場所の制約を受けることな

く，ネットワークアクセスができるように

なった。いつでも，どこでも，認可され

た人がネットワークにアクセス可能とな

り，人は自分が望むネットワーク上の情

報に，好きなときに好きなだけ触れるこ

とができる。ユビキタスネットワーク社

会が既にそこまで来ているのである。

このようなユビキタスネットワーク社

会が実現されることにより，ネットワー

クへのアクセス者数とアクセス件数の

母数は膨大なものとなり，その年齢層

も幅広いものとなる。これまでにも増

して，サービスコンテンツが重要な位

置を占めるようになるのである。ユビ

キタスネットワーク社会の到来に伴い，

いつでも，どこでも，認可された人が受

けることのできるサービスが，今後の

ネットワーク上のビジネスポイントとな

り，そのようなサービスの充実がビジネ

スを左右する。

このように，どの生活領域からもネッ

トワークアクセスが可能になったこと

により，人は自分のライフスタイルに合

ったモバイル機器を使い，いつもそれ

を持ち歩きながらネットワークにアクセ

スするようになる。

モバイル機器で重要なのは人とのイ

ンタフェースであり，このヒューマンマ

シンインタフェースがこれらモバイル

機器の形や利用コンテンツを規定す

る。例えば，ディスプレイの大きさを考

えると，PC，PDA，携帯電話の順に小

さくなり，同時に表示できる内容も順に

小さくなってくる。大きいディスプレイ

は機動性が劣るため，固定しての利用

が多いが，解像度の高いコンテンツを

利用したり，固定ゆえにPCキーボード

などの大型の入力装置が利用できる。

逆に小さいディスプレイは，コンテンツ

の解像度は落ちるが機動性に優れ，歩

行しながら利用したり，取出しの自由

度がある。

BluetoothTMに代表される近距離ワ

イヤレス技術は，低価格で消費電力が

小さいため，様々な入出力デバイスに

付加され始めている。このようなワイヤ

レス入出力デバイスの登場により，アク

セススタイルもまさに変わろうとしてい

る。例えば，この特集で取り上げたワ

イヤレスヘッドセットのようなデバイス

を使うことにより，両手は自由になり，

別のことをしながらの入力もできる。

これら新しいヒューマンマシンイン

タフェース機器の登場により，既存の機

器も新しい使い方をされたり，新しい

機能が求められるようになってきてい

る。また，ワイヤレス技術を採用したモ

バイルストレージ（8）の登場は，情報の一

元化やストレージを本体から分離した

ヒューマンマシンインタフェース部分

のみの商品を実現させるものである。

ワイヤレス化に伴うアクセススタイル

の多様化により，新商品が創造され，

ユビキタスネットワーク社会の実現によ

りライフスタイルは変化していくであろ

う。当社は，技術の発展と人々の生

活・文化に貢献する商品を提供し，す

べての人が場所を問わずに，自分が望

む情報の入手，処理，発信を安全かつ

迅速・簡単に行うことのできるユビキ

タスネットワーク社会の実現に貢献して

いく考えである。
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